第１１章　運輸および通信
道路概況
　府下における昭和49年３月31日現在、道路法の適用される国道以下各道路の実延長は、１万4,766キロメートルであった。
　そのうち、規格改良済道路は7,527 キロメートルで、実延長の51.0パーセントに達した。また舗装道路は9,960 キロメートルで、前年に比べ8.0パーセントの増加となり、未改良道路の実延長は7,240キロメートルと前年より343キロメートル（4.5パーセント）の減少をみせ、年々改良がすすみ改良率は増加の傾向にある。
　一方、周辺都市に所在する主要駅附近の鉄道が交差する道路の交通安全が重視され、その対策としての立体交差化がすすめられてはいるが、鉄道との交差箇所は前年より37箇所増加し、1,986箇所となった。
自動車
　昭和49年度末における府下の自動車登録台数は133万７千台となり、前年に比べ5.9パーセントの増加となった。市郡別に増減をみると、大阪市で４万４千台、堺市で8.8千台（以下略）と大阪市を除き、各市で増加のスピードは鈍り、前年３市で減少となっていたが、49年度は大東市（3,385台）、摂津市（2,106台）、四条畷市（1,821台）、松原市（1,461台）、泉南郡（1,322台）、南河内郡（1,274台）など13市４郡で減少した。
　一方、府下の自動車交通量をみると、大阪市内の交差点における１分間の平均交通量は54.2台で前年の47.6台を上回った。また、市域外でも64.2台と前年の55.6台を上回る交通量となった。交差点別に昼間（7時から19時）12時間値でみると、１分間に100台をこえた交差点は守口市大日（185.8台）、東大阪市荒本（165.8台）、豊中市千里I C （147.6台）、枚方市中振（114.5台）、大和田西５丁目（112.3台）、梅田新道（111.0台）、堺市安井町　（104.5台）となった。
　また、交通停滞状況は15,733回となり、前年（16,905回）を1,172回下回った。月別では６月、８月を除いて1,000回をこえ、12月が最高の1,733回を記録した。
鉄軌道
各ターミナルの１日平均乗車人員をみると、北大阪の国鉄大阪駅、阪急梅田駅で若干増加し、阪神梅田駅で若干減少した。一方、南大阪では、近鉄阿倍野橋駅、国鉄天王寺駅、南海難波駅３駅とも若干増加した。同様な結果が国鉄鶴橋駅、京橋駅等主要ターミナルでみられた。
大阪市の地下鉄は谷町線の東梅田、都島間の開通に伴い営業キ口数は3.1キロメートル延びて70.2キロメートルとなり、乗車人員も総数で２千600万人（前年比3.6パーセント）増加した。
海上・航空輸送
昭和49年度の海上出入貨物数量は、輸移出入総量で１億5,736万トンとなり、前年度に比べ約600万トン（3.8パーセント）減少した。とりわけ、輸移入貨物は609万トン（5.4パーセント）減少した。また、輸移出品目では金属機械工業品、化学工業品で約90パーセントをしめ、また輸移入品目では鉱産品、金属機械工業品、化学工業品で90パーセントをしめている。
港別では、大阪港が7,707万トンで前年度に比べ2.1パーセント増、堺泉北港が6,985万トンで前年度に比べ8.2 パーセント減となり、前年度まで順調な伸びをみせていた堺泉北港は再び大阪港を下回る結果となった。
一方、大阪国際空港における旅客、貨物数は前年度ともに20パーセントをこえる増加となっていたが、昭和49年度は旅客数で1.9パーセントの増加、貨物数で7.0パーセントの減少となった。
国内線と国際線とにわけてみると、旅客数では国内線が増加、国際線が減少し、貨物数では逆に国内線が減少、国際線が増加した。
